










































































な確証を得るに至り（岡本 1978）、茅ヶ崎市では 2000（平成 12）年度から七堂伽
藍跡を重要遺跡として捉え、保存に向けて調査を開始した。さらに開発事業によ
る周辺での調査でも、関連施設の発見があった。一方、高座郡衙は七堂伽藍跡の
































































かる。石野が主として運営・担当した。第 1回の開催は 1932（昭和 7）年 2月の
ことで、弘明寺・室生寺・杉田方面に出かけている。1939（昭和 14）年 8月 27 日
の第 82 回目において「神奈川県史蹟めぐり同好会」が組織された。1941（昭和
16）年 2月に第 100 回を数えるに至っている（8）。そして、史蹟名勝めぐりは同年
10月より県支部主催から「神奈川県史蹟めぐり同好会」主催となった。
　茅ヶ崎市で実施された 3月 16 日及び 6月 8日の史蹟名勝めぐりは、同好会主催
事業として実施されたものであり、3月 16 日の史蹟めぐりはその第 101 回、6月




















　建碑の 7年前の 1950（昭和 25）年には文化財保護法が制定、文化庁の前身であ
る文化財保護委員会が設置され、戦後の新たな文化財行政がスタートしている。
















は 1954 年 4月にいち早く小田原市が文化財保護条例を制定し、その後相模原市・
平塚市・厚木市・箱根町・川崎市・愛川町・鎌倉市・藤沢市・南足柄町と 1960（昭








　1957 年の建碑に尽力したのは、鶴田栄太郎であった（写真 2）。鶴田は 1888（明





















































茅ヶ崎市の条例制定は 1960 年 4 月であり、最初の専門職員の配置は 1980 年 4 月
























































（ 5） 室生寺の阿弥陀三尊像は、1959（昭和 34）年 6月に重要文化財に指定され
ている。
（ 6） この時の史蹟巡りの内容は、1941（昭和 16）年 8月刊の「相模茅ヶ崎史観」
と銘打った『相武研究』第 10年第 8号の「会報」欄に掲載されている。
（ 7） 第 104 回の史蹟巡りについては、『相武研究』第 10年第 8号の「会報」欄に
掲載されている。










－」の記念講演会として 2017 年 11 月 18 日に行われた、岡本孝之による「七
堂伽藍跡碑と鶴田栄太郎」の配布資料による。
（12）『相武研究』第 10年第 4号の「役員」欄に掲載されている。
（13） 『相武研究』第 10年第 8号の「史蹟めぐり第百回までの参加数」欄に掲載さ
れている。
（14） 由緒的価値とは、概念を設定した齋藤智志によれば、「史蹟に関わると想定
された歴史上の事績や偉人の由緒に見出される価値」とされる（齋藤 2015）。
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